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1、関連する法規制等を厳守します。

2、次の環境活動を推進します。

   （1）　電気・車の燃料のエネルギーの使用量を削減します。

   （2）　廃棄物の排出量を削減し、再資源化を推進します。

   （3）　水の使用量を削減します。

   （4）　都市ガスの使用量を削減します。

   （5）　社会貢献　（　地域清掃活動　毎月　）

3、顧客満足度向上(苦情・取残し等)に取り組みます。

4、安全・事故防止に取り組みます。

以上の事を全社員に周知徹底するとともに

継続的改善に努めます。

制定日
改定日

代表取締役　髙橋　秀明

㈲　常陽興業
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ＴＥＬ072-255-0010

平成19年10月1日
令和3年2月1日

常陽興業　株式会社

常陽興業　株式会社は、「自然に優しく　・・・」。をモットーに

そして顧客満足度向上、従業員満足度向上、ひいてはＳＤＧsの達成へ進めてまいります。

一般廃棄物処理業を通じて、地球環境及び地域社会の環境改善に

積極的に取り組み公害のない豊かな生活環境の構築に貢献する事を目指します。



1、 事 業 所 常陽興業 株式会社

2、 代 表 者 代表取締役　髙橋　秀明

3、 所 在 地 堺市北区東雲東町3丁4番19号

松原市天美我堂7-498

4、 環境保全関係の担当者連絡先

担当責任者　　　髙橋　秀明

連　絡　先　　　　　072-255-0010　　

5、 事業の内容 一般廃棄物の収集運搬

6、 許可の内容

許可有効年月日/令和5年6月30日

産業廃棄物収集運搬業許可証/有効年月日/令和８年6月20日

受託証明書　第４号　　令和５年４月１日～令和６年３月３１日

無線局免許状　　　令和4年12月１日～令和6年11月30日

7、 事業の規模

①　資本金 3,000 千円

②　創業 昭和　58年　4月１日

③　従業員数 ２８名　（　契約社員を含む　）

④　床面積 事務所　（本社、駐車場を含む　） 640.8 ｍ2

372.0 ｍ2

⑤　収集運搬車の種類と台数

ﾊﾟｯｶｰ車 （　２ｔ車　8台、３ｔ車　7台、） 軽トラック （　１台　） 計 １6台

⑥　収集運搬量  ｔ （令和4年度　）

⑦　収集運搬料金 堺市との入札料金に準ずる
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11,272.0

弊社は堺市の一般廃棄物収集運搬業を通じて地域温暖化等の環境問題に取り組んでまいりました。

私達は、明日の事は考えられますが明後日の事はなかなか考える事はできません。

エコアクション21への取組みを期に、明後日や一年後、未来の環境が今よりも良くなる為に、

全社員を挙げて、より一層の環境マネジメント活動に邁進して行きたいと考えております。

松 原 洗 車 場

事　業　活　動　の　概　要

本 社

松原洗車場 （無人）

一般廃棄物収集運搬許可　堺市第８６号　



8、 負荷の推移について

年 電  気 (ｋWｈ) 都市ガス（ｍ3） 軽  油 （Ｌ） ＣＯ2（トン） 水（㎥） コピー用紙(枚) 廃棄物(㎏)

2020年 11,833 552 56,714 154 904 6,100 275
2021年 11,683 468 56,400 150 986 6,400 275
2022年 10,812 403 59,170 157 1,089 6,200 250
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作成日

(　高橋秀明　)

(　高橋玉枝　)

監督代理 班長 班長 班長

　・環境経営に関する統括責任
　・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
　・環境管理責任者を任命
　・環境経営システム及び管理に不可欠な資源の用意
　・代表者による全体の評価と見直しを実施

　・環境経営システムの構築、実施、管理
　・環境活動の取組み結果を代表へ報告
　・環境活動レポートの確認

　・環境経営ｼｽﾃﾑの実施
　・環境方針の周知
　・教育訓練の実施

　・監督の補佐及び松原洗車場管理責任者

　・監督・監督代理の補佐及び百舌鳥本町駐車場管理責任者

　・環境方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚
　・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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班　　　長

全従業員

全社員　(　契約社員含む　)

役　割　・　責　任　・　権　限

代表者(社長)

環境管理責任者

監　　　督

監督代理

監　　督

環　境　経　営　ｼ　ｽ　ﾃ　ﾑ　組　織　図
常陽興業(株)

2022年4月1日

社　　長

環境管理責任者



実施年度 2022年４月～2023年３月

基準年 2023年度 2024年度 2025年度

(2020年) 目標 実績 基準年度比 目標 目標 目標

電力
11,596 91% 11,478 11,359 11,241

(ｋWｈ)
-2% (－９％) （-3％） （-4％） （-5％）

都市ガス
541 77% 535 530 524

(ｍ3
)

-2% (－23％) （-3％） （-4％） （-5％）

軽油
55,580 104% 55,013 54,445 53,878

(Ｌ)
-2% (＋4％) （-3％） （-4％） （-5％）

燃費 3.61 3.40 94％(-6％)

ＣＯ2量

(ｋｇ)

水
基準年
2021年

976 110% 966 956 947

(ｍ3) 986 -1% (＋10％) （-2％） （-3％） （-4％）

コピー用紙
5,978 100% 5,917 5,856 5,795

(枚)
-2% (＋0％) （-3％） （-4％） （-5％）

廃棄物
270 90% 267 264 261

(ｋｇ)
-2% (－10％) （-3％） （-4％） （-5％）

※　電力のＣＯ2排出量：0.318㎏-ＣＯ2/kWh(2019年度関西電力調整後排出係数適用)
※　基準年度を2020年に変更しています。
※　水道量基準年度を2021年に変更しています。

275 250

143,711.6

1,089

6,100 6,200

145,225.0151,277 148,252 156,967.3 - 146,739.1

56,714 59,170

環境目標とその実績

2022年度

11,833 10,812

552 403
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①昼休みの照明消灯 目標達成

②エアコンフィルターの清掃 削減目標　「ｋWｈ」 11,596 扇風機等で冷気を循環させ、冷房２８℃・暖房

③空調温度の適正化 実績　「ｋWｈ／ｈ」 10,812 ○ 20℃の設定温度を守る。

④待機電力の削減 達成率　「％」 107%

(パソコン等) 今後も目標達成に向けて取り組んでいきます。

①適切な温度使用 削減目標　「㎥」 541

②退室時は消す 実績　「㎥」 403 ○ 次年度も環境活動計画に沿って活動を

③湯沸かし器の種火を切る 達成率　「％」 134% 推進する。

①急発進・急加速 削減目標　「ℓ」 55,580 目標未達成

　　　急ブレーキをしない 実績　「ℓ」 59,170 × 今後もエコドライブ運転に努め、燃費向上に

②不要なアイドリングはしない 達成率　「％」 94% 取り組んで行きます。

③制限速度内の走行 今後も目標達成に向けて取り組んでいきます。

④計画的走行

ＣＯ2量 実績　「㎏」 ×

（ｋｇ） 156,967

削減目標　「㎥」 976 目標未達成

①効率的使用 実績　「㎥」 1,089 × 出しっぱなしをなくす。

(本社) ②各自車の洗車廃止 達成率　「％」 90% 消臭剤の散布。
(洗車場) ①洗車時の洗剤使用日と 今後も目標達成に向けて取り組んでいきます。

水洗いだけの日と使い分ける

②車全体洗車とごみ格納部分

洗車にわける。

コピー ①両面使用 削減目標　「枚」 5,978 目標未達成

用紙 ②電子媒体での記録保管 実績　「枚」 6,200 × ミスコピーを減らし、電子媒体保存を徹底する。

③書類裏面利用による削減 達成率　「％」 96% メール・ＦＡＸ等は必要書類以外印刷しない。

ﾌﾟﾚビュー画面」で確認してから印刷開始する

などペーパレス化に取り組んでいきます。

削減目標　「㎏」 270 目標達成

①廃棄物の分別の徹底 実績　「㎏」 250 ○ 分別が定着してきている。

(社内分) 達成率　「％」 108% コロナ感染予防の為、帰社後すぐに解散。

今後も徹底していく。

①事業所内外の美化・清掃

②こども１１０番への取組 収集車に“こども１１０番”のステッカーを貼り
③クレーム対応 対応マニュアルに基づき指導しています。
④作業開始前の車両点検 ○

⑤エコドライブの推進 作業開始前の車両点検の実施。
⑥車両清掃 無事故無違反を心掛ける。
⑦事故・火災・有無 今後も目標達成に向けて取り組んでいきます。
⑧チャレンジコンテスト参加

※　電力のＣＯ2排出量：0.318kg-CO2/kWh(2019年度関西電力調整後排出係数適用)
※　基準年度2020年に変更しています。
※　水の使用量の基準年度2021年に変更しています。
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基準年　(2020年度)

148,252

主要な環境活動計画の内容と取り組み結果の評価

項目 取組み内容 実施状況 評価 結果の評価と今後の方向性

水

廃棄物

社会
貢献

電力

都
市
ガ
ス

軽油



1、主な法律

遵　守 否

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

6 ○

7 ○

8 家電リサイクル法 廃家電の適正処理 ○

9 業務用エアコンの適正廃棄と点検 ○

10 ○

2、違反、訴訟等の有無

　過去３年間

①　自社の事業活動に関する法令違反はありません。

②　利害関係者から訴訟を提起されたことも、現在係争中の訴訟もありません。　
　　　　

以上　御報告致します。

環境関連法規への違反、訴訟等の有無

自動車ＮＯx・ＰＭ法

遵守状況

車両重量により通行制限

名　　　　　称

堺市環境基本条例

内　　　　　　　容

一般廃棄物収集運搬の適切な取り扱い

安全性の確保と車両の点検整備

環境への負荷の低減

排出基準の適正

廃棄物処理法

安全運転の教育と管理

道路運送車両法

道路交通法

道路法

消防法

廃車時の適正処理

危険物による収集運搬車の火災
（ガスボンベ等）

フロン排出抑制法

自動車リサイクル法
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環境管理責任者コメント

☆ 当日の当番が２時までの待機時間を使って

会社前、駐車場までの道のりを清掃をしています。

☆ 今年度も堺市教育委員会、学務課に堺市奨学基金に些少ではありますが

寄付させていただきました。

☆ Ｈ２６年１１月より現場休憩室にネスカフェバリスタを設置し、その収益金

をユニセフに寄付、小さな事ですが今後も続けていこうと思います。

☆ Ｈ２７年４月より全車にドライブレコーダー導入

奨学基金 堺市教育長より表彰状授与

☆ ２０２２年９月東浅香山小学校の校長先生より社会見学の申し入れがありました。

コロナウイルス感染を考えて今回は子供たちからの質問状が届きました。

質問に対しての回答は後日２年担任の先生が取りに来られその後感謝の手紙が

届き、従業員たちもとても喜んでいました。

☆ ＳＤＧｓ

Ⅰ 貧困をなくそう

Ⅱ 住み続けられる街づくりを「子供たちを笑顔にする応援」と表現し、

英彰こども食堂「ここなら」を２０１９年より支援させていただいております。

こども１１０番のくるま

社会貢献活動　　記録
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社　　長

作成日 2023年4月1日

「環境方針の実施状況」 「環境方針」 「環境方針」
環境方針はこのまま継続する事。

 環境方針に基づき実施できている 問題なし
変更の必要性：　　有　　　　無

「目標の達成状況」 「目標」 「目標」
軽油使用量未達成 臨海工場への搬入が多くなった言が要因と考える。 エコドライブはアイドリングストップを中心にさらに継続的に

推進する。
ＣＯ2未達成 軽油の未達成あった為

コピー用紙使用量未達成 裏面使用できる用紙がなくなってきた為。 コピー用紙の未達成に関しては、数値的に見直す
必要はないと考える。

水道使用量未達成。 水使用量に未達成が多くみられた。
想定外のトラックの洗車により使用料が毎月増えた 昨年に続き水使用量の基本の見直しが必要

変更の必要性：　　有　　　　無
「ＥＡ21の構築及び運用状況、実施体制」 「その他」 「その他」

停電対策としてソーラー充電器を購入 環境方針に従って、取り組みを向上させ、
作業中に起こる事故・苦情等に敏速に対応できるように 人と環境が調和できる資源循環型社会をめざし、
事務所でタブレットを購入し従業員とラインで情報交換を 全社員が協力し、事業活動を行っていく。
している。

変更の必要性：　　有　　　　無

全　体　評　価

弊社事業の場合リモートワークができないため、より慎重な感染対策を取り、日々の仕事に従事してもらっています。

昨年同様、課題として人手不足の問題。燃料費の高騰。

水の削減について、前年度から見直しを行ったにもかかわらず、すべての月が目標値を上回った。

市役所から車両の徹底清掃(市民に不快感を与えないように)を指示された結果と思われます。

洗車の工程を検討するように監督・班長に伝えた。

「つくる責任・つかう責任」のＳＤＧｓを考え、節水を心掛ける、アイドリングはしない、「急発進、急ブレーキ」をしない。

日常生活の中で、できることを少しずつ積み重ねていく事で、ＳＤＧｓに貢献できると思います。
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代表者による全体評価と見直し指示記録

問題なし

見　　直　　し　　情　　報
社　　　　　　長

ＥＡ管理責任者の報告 ＥＡ管理責任者のコメント

髙 橋


